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学校法人 京都保健衛生専門学校 
 
 
 
 
 



 

２０２５年度事業報告について 
 

 

Ⅰ 法人関係 
 

Ａ 学校法人 理事・監事・評議員  
◆任 期：２０２４年６月１日～ 令和７年度の定時評議員会の終結の時まで（第14期） 

     区分の横欄の条項は、それぞれ｢寄附行為｣に定められた選出根拠である 

 

区  分 
理  事  長 理事長職務代理 監            事 

第５条第２項 第１４条 第７条 

理  事  長 

冨 田 哲 也 清 水 鴻一郎  川 順 介 髙 松 晃 司 理事長職務代理 

監  事(２人) 

 

区  分 
校    長 評議員からの理事 学識経験者からの理事 

第６条第１号 第６条第２号 第６条第３号 

理     事 

(１０人) 
河 田  了 

磯 田 典 子 
 
清 水 鴻一郎 
 
武 田 隆 久 
 
 

 
岡 田  純 
(財務担当理事) 

 
小 森 直 之 
 
冨 田 哲 也 
 
 

 
豊 福 淳 之 
 
藤 澤 明 生 
(看護学科担当理事) 

 
真 鍋 由 美 
(臨床検査学科・臨床工 

 学技士専攻科担当理事) 

 

区  分 
職員からの評議員 卒業生からの評議員 学識経験者からの評議員 

第２４条第１号 第２４条第２号 第２４条第３号 

評  議  員 

(２１人) 

泉 田 洋 志 
 
磯 田 典 子 
 
衣 川 美 佳 

 
谷 本 千亜紀 

林   雅 弘 
 
林   裕 一 
 
福 井 英 人 

 
藤 田 都 司 

大 西 晧 久 
 
岡 田   純 
 
小 森 直 之 
 
清 水 鴻一郎 
 

髙 井 好 信 
 
武 田 隆 久 
 
津 崎 桂 子 

冨 田 哲 也 
 
豊 福 淳 之 
 
藤 澤 明 生 
 
真 鍋 由 美 
 

本 井 康 博 
 
山 本 美 紀 
 
 

 

 

 



 

◆任 期：令和７年６月１１日～ 令和９年度の定時評議員会の終結の時まで（第15期） 

 （敬称略） 

区  分 理  事  長 監        事 

理  事  長 
石 丸 庸 介 清 水 鴻一郎 髙 松 晃 司 

監  事(２人) 

 

区  分 校    長 評議員会選出 

理     事 

(７人) 
河 田  了 

石 丸 庸 介 
 

小 森 直 之 
 

武 田 隆 久 

冨 田 哲 也 
 

藤 澤 明 生 
 

豊 福 淳 之 

 

区  分 職   員 卒 業 生 学 識 経 験 者 

評  議  員 

(１２人) 

磯 田 典 子 
 

谷 本 千亜紀 

林   裕 一 
 

山 本 美 紀 

大 西 晧 久 

 

児 玉 直 俊 

 

久 野 成 人 

 

清 水 史 記 

 

津 崎 桂 子 
 

冨士原 正 人 

 

真 鍋 由 美 
 

本 井 康 博 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｂ 会議記録  

理  事  会 

第14期 第９回 2025年５月21日(水)  

１ 出  席 

  ◇理 事 冨田哲也理事長、河田了校長、岡田純、小森直之（書面）、清水鴻一郎理事長職務代理、 

       武田隆久(ZOOM参加)、豊福淳之、藤澤明生（書面）、真鍋由美(ZOOM参加)、磯田典子 

  ◇監 事 𠮷川順介(ZOOM参加)、髙松晃司 

 

２ 協議事項 

  ① ２０２４年度事業報告に関して承認を求める件 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ② ２０２４年度歳入歳出に関して承認を求める件 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ③ 定時評議員会の招集及び議案等について承認を求める件 

    ⇒ 原案どおり議決 

 

第15期 第１回 2025年６月11日(水)  

１ 出  席 

  ◇理 事 河田了校長、石丸庸介、小森直之(ZOOM参加)、武田隆久(ZOOM参加)、冨田哲也、豊福淳之 

       藤澤明生 

  ◇監 事 清水鴻一郎(ZOOM参加)、髙松晃司 

 

２ 協議事項 

  ① 理事長選定の件 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ② 第２号議案 京都保健衛生専門学校校務運営会議への出席理事選出の件 

    ⇒ 原案どおり議決 

 

第15期 第２回 2025年１０月２９日(水)  

１ 出  席 

  ◇理 事 石丸庸介理事長、河田了校長、小森直之(ZOOM参加)、武田隆久、冨田哲也、藤澤明生、豊福淳之 

  ◇監 事 清水鴻一郎(ZOOM参加)、髙松晃司 

 

２ 協議事項 

   ①第１号議案 評議員会の招集及び議案等について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ②第２号議案 校務運営会議設置規定の一部改正について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ③第３号議案 学校教育法等の改正等に伴う学則の一部変更について 

    ⇒ 原案どおり議決 

 

３ 報告事項 

   第１号報告 理事長の職務執行報告 

 

 



 

第15期 第３回 2026年３月２５日(水) 

１ 出  席 

  ◇理 事 石丸庸介理事長、河田了校長、小森直之(ZOOM参加)、武田隆久(ZOOM参加)、冨田哲也、藤澤明生、 

       豊福淳之 

  ◇監 事 清水鴻一郎(ZOOM参加)、髙松晃司 

 

２ 協議事項 

   ①第１号議案 評議員会の招集及び議案等について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ②第２号議案 2025年度補正予算について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ③第３号議案 2026年度事業計画及び2026年度当初予算について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ④第４号議案 教育施設充実引当特定資産の一部取崩しについて 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ⑤第５号議案 2027年度生入学試験要項について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ⑥第６号議案 学則変更について 

    ⇒ 原案どおり議決 

   ⑦第７号議案 育児・介護休業等に関する規則の一部改正について 

    ⇒ 原案どおり議決 

 

  報告事項 

   ①第１号報告 職員人事について 

   ②第２号報告 理事長職務執行報告について 

 

評 議 員 会 

第14期 定時評議員会 2025年６月11日(水)  

１ 出  席 

  ◇評議員 冨田哲也、泉田洋志、磯田典子、大西皓久、岡田純、衣川美佳、小森直之(（ZOOM参加）、 

       清水鴻一郎（ZOOM参加）、髙井好信、武田隆久（ZOOM参加）、谷本千亜紀 

       津崎桂子(ZOOM参加)、豊福淳之、林 雅弘、林裕一（書面)、福井英人（ZOOM参加） 

       藤澤明生、藤田都司（ZOOM参加）、真鍋由美（ZOOM参加)、本井康博、山本美紀（ZOOM参加） 

  ◇監 事 髙松晃司 

  ◇学 校 河田学校長 

 

２ 協議事項 

  ① ２０２４年度事業報告に関する報告の聴取及び意見の提出について 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ② ２０２４年度の計算書類及び財産目録に関する報告の聴取及び意見の提出について 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ③ 第15期理事の選任について 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ④ 第15期監事の選任について 

    ⇒ 原案どおり議決 

  ⑤ 第15期評議員の選任について 

    ⇒ 原案どおり議決 



 

第15期 第１回 2025年１０月２９日(水)  

１ 出  席 

  ◇評議員 磯田典子、大西皓久、久野成人、児玉直俊(ZOOM参加)、谷本千亜紀、津崎桂子(ZOOM参加)、 

       林 裕一(ZOOM参加)、真鍋由美、本井康博、 

       書面による意思表示：清水史記、冨士原正人、山本美紀 

  ◇監 事 清水鴻一郎（ZOOM参加)、髙松晃司 

 

２ 協議事項 

   ①第１号議案 学校教育法等の改正等に伴う学則の一部変更について 

    ⇒ 原案どおり答申 

  報告事項 

   ①第１号報告 理事長の職務執行報告 

 

第15期 第２回 2026年３月２５日(水) 

１ 出  席 

  ◇評議員 磯田典子、大西皓久、久野成人(ZOOM参加)、児玉直俊(ZOOM参加)、清水史記(ZOOM参加)、 

       谷本千亜紀、林 裕一(ZOOM参加)、真鍋由美(ZOOM参加)、本井康博、冨士原正人、山本美紀(ZOOM 

       参加) 

       書面による意思表示：津崎桂子 

  ◇監 事 清水鴻一郎(ZOOM参加)、髙松晃司 

 

２ 協議事項 

   ①第１号議案 2025年度補正予算について 

    ⇒ 意見を答申 

   ②第２号議案 2026年度事業計画及び2026年度当初予算について 

    ⇒ 意見を答申 

   ③第３号議案 教育施設充実引当特定資産の一部取崩しについて 

    ⇒ 意見を答申 

   ④第４号議案 2027年度生入学試験要項について 

    ⇒ 原案どおり答申 

   ⑤第５号議案 学則変更について 

    ⇒ 原案どおり答申 

   ⑥第６号議案 育児・介護休業等に関する規則の一部改正について 

    ⇒ 原案どおり答申 

 

  報告事項 

   ①第１号報告 職員人事について 

   ②第２号報告 理事長職務執行報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 学校関係 
 

Ａ 学生募集活動  

１ 学校案内等の配布 

 １）学校案内を改訂、５,５００部発行 

  ・学校案内・募集要項にポスターを添付し、西日本２,１９５校の高校に送付した。 

  ・京都私立病院協会会員病院１４２施設に学校案内等一式を送付した。 

  ・受験希望者に配布した。 

資料請求先 2022年 2023年 2024年 2025年 

進学サイト合計 ７３３ ６４２ ６４２ ５８１ 

（マイナビ） （７３３） （６４２） （６４２） （４２０） 

（スタサプ）    （１６１） 

ＨＰ ８１ ２５４ ２０５ １６７ 

その他 ３７６ １４ ３５ ２８ 

合   計 １１９０ ９１０ ８８２ ７７６ 

 ２）オープンキャンパス案内ポスター及び臨床検査学科希望者向け細胞検査士の案内ポスターを作成し受験生 

   に配布した。 

 ◎今年度の新たな取組 

  ・京都私病協会員会員病院へは、病院来院の高齢者の目に留まり、家族に本校を勧めてもらえるよう、ポス 

   ター掲示を依頼した。 

  ・マイナビ進学ＤＭ京都府版でオープンキャンパス案内ポスターを送付した。 

  ・2027年度生学校案内作成について、新業者を選定し刷新と早期納入、郵送料減額に取り組んだ。 

 

２ ホームページの運用 

 ・内容の更新、入学試験の合格発表、オープンキャンパスの案内など、迅速な掲載を行った。 

 ・学校公式インスタグラムにおいて、授業や実習の風景、ホームカミングデーの様子など掲載した。 

 ◎今年度の新たな取組 

 ・外注だった部分において学内で内容の更新を行うなど、迅速な掲載に努めた。 

 ・オープンキャンパスの案内等に力をいれ、見やすく申し込みしやすいように刷新し頻回に更新した。 

 ・学校公式インスタグラムにおいて、学生募集につながる事を意識し、回数を増加して掲載した。 

 ・ＬＩＮＥにより、オープンキャンパス開催にあわせて案内を掲載し、オープンキャンパス参加者増加につな 

  げるよう取り組んだ。 

 ・進学情報サイトの掲載においてSEO対策の為、オープンキャンパスの様子動画など頻回に更新を行った。 

 

３ オープンキャンパス 

 ◎今年度の新たな取組 

 ・今年度より、オープンキャンパスと名称を変更し４月から実施した。 

 ・１．２年生対象イベントとして職業理解、分野理解のイベントを実施し、３年生対象として入試情報説明会 

  、入試対策講座を実施した。 

 ・参加者に、ＬＩＮＥによるアンケートを実施する事で継続的に繋がりを持ち、再度のオープンキャンパス参 

  加や受験を促すよう取り組んだ。 

 ・保護者と同伴できる事や、社会人にも参加しやすいよう日曜日も実施した。 

 ・二臨の社会人の受験者増加の為、ナイトオープンキャンパスで夜間の授業体験を設定した。 

実施月 2024年度 2025年度 

４月 
4月6日  4月19日  4 

4月24日  1 4月23日  1 



 

５月 
5月22日  4 5月17日  4 

5月25日  2 5月24日 12 

６月 

6月15日 33 6月8日 17 

6月26日  8 6月14日  5 

  6月24日  2 

７月 
7月10日  2 7月19日 19 

7月20日 20 7月26日  5 

８月 

8月10日 30 8月3日 24 

8月28日  6 8月9日 11 

  8月27日 4 

９月 
9月18日  3 9月6日 12 

9月21日 14 9月20日 23 

10月 
10月16日  6 10月16日  3 

10月26日  3 10月25日  4 

11月 
11月16日  3 11月15日  0 

11月27日  1 11月19日  2 

12月 

12月14日  2 12月2日  2 

12月18日  5 12月10日  １ 

  12月18日  2 

  12月20日  ７ 

１月 

1月7日  1 1月10日  7 

1月8日  3 1月20日  2 

1月11日  2 1月27日  １ 

  1月28日  0 

２月 

  

2月8日  4 2月3日  １ 

2月26日  2 2月14日 10 

３月 

  

3月13日  2 3月28日 10 

3月22日  9   

  合   計 166 合   計 195 

  

 ２）業者主催の説明会・進路相談会 

   高校・会場にて実施（昨年の人数） 

実施校・会場数 参加者数 

30校(37) ＋12会場(8) 看護 39(143)、検査 30(19)、医療系・未定等73(67) 

 

 ３）本校学校見学 

   京都市立洛南中学校 ２年生７名、滋賀県大津高等学校 ２年生１１名 

 

４ 看護学科三年課程の指定校訪問 

  指定校推薦を依頼するために京都の高校訪問を実施した。京都府立看護学校が2027年度に新校舎となる為、 

  新校舎となる前に北部枠を多く増やした。今年は新たに23校追加し51校とした。 

  追加校：京都府立・市立高校 32校、私立高校 18校、滋賀県 １校 

  福知山高校・西舞鶴高校・峰山高  校・綾部高校・南丹高校・大江高校・海洋高校・京都すばる高校・ 

  田辺高校・城陽高校・京都共栄学園高校・福知山成美高校・日星高校・京都暁星高校・福知山淑徳高校・ 

  京都成章高校・京都明徳高校・龍谷大学付属平安高校・京都産業大学附属高校・京都外大西高校・京都光華 

  高校・京都先端科学大学附属高校・京都西山高校 



 

５ 臨床検査学科指定校訪問 

  指定校は、京都府68校、滋賀県28校、鳥取県12校、岐阜県４校、島根県12校、奈良県9校である。 

  追加校、福井県9校、石川県8校、和歌山県5校、三重県10校を増やし165校とした。 

  京都府・滋賀県・福井県・石川県・和歌山県・三重県の指定校の高校を訪問した。 

  遠方等は郵送した後、指定校依頼の電話連絡を取った。 

 

６ 臨床工学技士専攻科の大学訪問 

  定員確保の為、指定校訪問を行った。 

  7月４日長浜バイオ大学／7月8・9日藤田医科大学・愛知淑徳大学・四日市看護医療大学／ 

  7月28日東京都市大学/7月29・30日崇城大学(熊本県)・東海大学(熊本県)/7月28日8月2日崇城大学ＷＥＢ 

 ◎今年度の新たな取組 

  入校可能な大学・高等学校看護科など開拓して訪問した。 

  7月28日人間総合科学大学/8月28日関西福祉科学大学/9月3日湊川短期大学/10月20日ｱﾅﾝ学園高等学校看護科 

 

７ 定時制・通信制高校訪問・企業訪問 

 ◎今年度の新たな取組 

  定時制・通信制高校訪問・企業訪問を企画した。 

  ・定時制・通信制高校28校を新たに開拓し、そのうち京都府１７校、滋賀県５校を訪問した。 

  ・第二臨床検査学科受験生確保のため、検査センターを訪問した。京都府２件、大阪府３件、滋賀県４件 

 

８ その他の今年度の新たな取組 

  ・志願者増を目指して、情報検索サイト業者を２社に増やし、広報活動を広げた。 

  ・学生募集の為、第二臨床検査学科を３年制とする学則変更を行い、令和８年度入学生より修業年数が３年 

   となり、短期間で臨床検査技師の資格が取得できる事をアピールした募集活動を行った。 

  ・臨床検査学科卒業生の校友会と連携し、指定校推薦者での入学生に対する、入学金の補助による支援につ 

   いてお願いし、高校訪問で支援制度をアピールした募集活動を行った。 

  ・高校訪問を職員全員で分担し、京都北部の高校訪問や石川県、和歌山県など遠方まで訪問することとした。 

 

 

Ｂ ２０２６年度生入学試験の概況  

１ 2026年度生入学試験の応募者、受験者、合格者、入学者 

   看護学科三年課程                     （ ）内は昨年度実績 

 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数 

１期     

２期 １１（２） １０（２） １０（２） ９（２） 

３期 １１（16） １１（16） １１（15） １１（15） 

４期 ９（９） ８（９） ８（８） ８（７） 

５期 ８（４） ８（３） ６（２） ５（－） 

６期 ３（７） ３（６） ２（５） １（２） 

７期 ６（４） ６（４） ５（３） ２（３） 

８期 ２（１） ２（１） １（１） １（１） 

９期（追加） １（１） １（１） １（１） １（１） 

10期（追加） １（－） １（－） ０（－） －（－） 

合 計 ５２（44） ５０（42） ４４（37） ３８（31） 

 

 



 

  第一臨床検査学科                      （ ）内は昨年度実績 

 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数 

１期     

２期 ３（５） ３（５） ３（５） ２（５） 

３期 ２（３） ２（３） ２（３） ２（３） 

４期 １（１） １（１） １（１） １（１） 

５期 ７（１） ７（１） ７（１） ５（１） 

６期 １（１） １（１） １（１） １（１） 

７期 ４（３） ４（３） ４（３） ４（１） 

８期 ３（３） ３（３） ３（３） ２（３） 

９期 １（１） １（１） ０（１） －（－） 

10期（追加） ２（－） ２（－） ２（－） ２（－） 

合 計 ２４（18） ２４（18） ２３（18） ２０（15） 

 

  第二臨床検査学科                      （ ）内は昨年度実績 

 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数 

１期     

２期 １（１） １（１） １（１） １（１） 

３期 １（－） １（－） １（－） １（－） 

４期 ２（４） ２（４） ２（４） ２（４） 

５期 １（－） １（－） １（－） １（－） 

６期 １（１） １（１） １（１） １（１） 

７期 ２（－） ２（－） ２（－） ２（－） 

８期 １（３） １（３） １（３） １（３） 

９期 １（－） １（－） １（－） ０（－） 

10期（追加） １（－） １（－） １（－） ０（－） 

合 計 １１（９） １１（９） １１（９） ９（９） 

 

  臨床工学技士専攻科                     （ ）内は昨年度実績 

 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数 

１期 １（－） １（－） １（－） １（－） 

２期 １（１） １（１） １（１） １（１） 

３期 ２（６） ２（６） ２（６） １（６） 

４期 ０（３） －（３） －（３） －（３） 

５期 ４（10） ４（10） ４（10） ４（10） 

６期 ０（－） －（－） －（－） －（－） 

７期 ０（－） －（－） －（－） －（－） 

８期 ０（－） －（－） －（－） －（－） 

９期 ２（２） ２（２） ２（２） ２（２） 

10期（追加） ０（－） －（－） －（－） －（－） 

合 計 １０（22） １０（22） １０（22） ９（22） 

 
 
 



 

Ｃ 学校の取り組み  

１ 基礎学力向上のための取組み 

   看護学科及び臨床検査学科新入生対象に放課後等を利用し、リメディアル教育(補習授業）を実施した。 

   臨床検査学科では、化学、数学を３回、また看護学科三年課程は、教科外で基礎学力確認や学習方法につ 

   いての授業を５回実施した。 

   参加学生：看護学科三年課程：31人、第一臨床検査学科：化学３人、数学５人 

   また、入学前学習について看護学科三年課程はプレトレーニング問題集を、臨床検査学科は専門学校生向 

   け入学前教育プログラムを実施している。特に推薦入学試験等で入学が決まった受験生は４月の入学式ま 

   での期間が長いため入学前教育の教材で学習し、何回か添削してもらっている。 

   実施状況：看護学科三年課程 31人、第一臨床検査学科 ８人、第二臨床検査学科 ４人 

 

２ 積極的な学科間交流 

 （１）チーム医療への取組 

   体育祭は学生間・学科間の親睦交流を目的に、午前はバドミントン・バレーボール・ドッチボールなどク 

   ラス対抗で実施し、午後は借り物（人）競争を行った。初めての全クラスを分けた交流種目を取り入れ交 

   流ができた。学校祭においても、他学科合同で取り組んだ。 

   授業については看護学科教員が体位変換や移乗、コミュニケーション・吸引・静脈路確保などの講義と実 

   習を臨床検査学科の学生に行い、臨床検査学科教員が心電図検査・検体検査についての講義・実習を看護 

   学科学生に行った。同様に臨床工学技士専攻科の学生に看護学科及び検査学科の教員が授業し、各学科の 

   教員が他学科の授業を行うことで、チーム医療への意識を高めた。 

   また看護学科の「チーム医療演習」という科目において、看護学科学生と第一臨床検査学科学生合同で、 

   看護学科学生と臨床工学技士専攻科学生との合同授業を行った。 

 （２）サークル活動支援 

   各学科の垣根を越えて、放課後等の時間を利用してサークル活動をすることを支援している。 

   活動場所の提供や活動援助金を助成している。今年度「アクアサークル」が活動した。水槽管理やエサや 

   り、また季節毎の飾りつけを実施して、オープンキャンパス参加者へもアピールすることができた。 

 

３ 学生生活への支援 

 （１）学生相談室におけるカウンセリングの充実 

   臨床心理士にカウンセリングを依頼し、悩みをかかえている学生たちが気軽に相談できる学生相談室を実 

   施している。対人関係の相談が多く昨年より増加している。待機状態の解消及び退学者数の減少の為、今 

   年度、相談回数を増やしている。継続相談者の相談頻度は、月１回程度確保できるようになっている。 

   学生の精神状態によって２週間に１回の頻度で相談予約を取るよう対策して頂いている。 

   例年に続き、神経症などを発症し、薬物治療も必要であると考えられる学生に対しては、精神科・心療内 

   科へ紹介し、紹介先主治医と連携しながら対応していただいている。 

 （２）健康診断への取組み 

  ＜看護学科三年課程＞ 

   実施日 ：2025年４月16日(水) 

   対象学生：107人 

   検査項目：身体計測・視力・聴力・尿蛋白・尿糖・尿潜血・血圧・胸部Ｘ線・血液一般・肝機能(GPT) 

        内科診察 

  ＜第一臨床検査学科・第二臨床検査学科＞ 

   実施日 ：2025年４月26日(土) 

   対象学生：118人(一臨71人・二臨47人） 

   検査項目：看護学科に同じ  

  ＜臨床工学技士専攻科＞ 

   実施日 ：2025年４月16日(水) 

   対象学生：22人 

   検査項目：看護学科に同じ  



 

４ 高等教育修学支援について 

   減免の区分は、2025年度より多子世帯支援拡充により区分が細分化。経済的支援を必要とする世帯につ 

   いてはⅠ(3/3)・Ⅱ(2/3)・Ⅲ(1/3)の3区分に、第3子以上の多子世帯については5区分となった。 

  〇入学金の減免額 

   経済的支援を必要とする世帯 

   Ⅰ-（昼間）160,000円、（夜間）140,000円 （Ⅱは2/3額、Ⅲは1/3額） 

   多子世帯 いずれの区分にも関わらずすべて上限額まで減免 

     （昼間）160,000円、（夜間）140,000円 

  〇授業料の減免額（年間） 

   Ⅰ-（昼間）590,000円、（夜間）390,000円 （Ⅱは2/3額、Ⅲは1/3額） 

   多子世帯 いずれの区分にも関わらずすべて上限額まで減免 

     （昼間）590,000円、（夜間）390,000円 

 

学 科 名 学 年 
前期 後期 

区分・人数 区分・人数 

看護学科三年課程 

１年生 Ⅰ-2人、多子-3人 Ⅰ-2人、多子-3人 

２年生 Ⅰ-3人、Ⅲ-1人、多子-3人 Ⅰ-3人、Ⅲ-1人、多子-3人 

３年生 Ⅰ-2人、Ⅱ-2人、多子-4人 Ⅰ-1人、Ⅱ-4人、多子-4人 

第一臨床検査学科 

１年生 Ⅰ-2人、Ⅲ-1人 Ⅰ-2人、Ⅲ-1人 

２年生 Ⅰ-2人、多子-2人 Ⅰ-1人、多子-2人 

３年生 Ⅰ-2人、Ⅱ-1人、多子-3人 Ⅱ-3人、多子-3人 

第二臨床検査学科 

１年生 多子-2人 なし 

２年生 多子-1人 多子-1人 

３年生 なし なし 

４年生 なし なし 

   新入生は入学時納入金として入学金・前期分の学費を全額納入のため、高校予約採用者には６月27日に、 

   該当金額を返金した。9月時点で2025年10月から2026年9月までの減免区分が新たに決まり、その区分に従 

   い2025年度の後期学費と2026年度前期学費を請求した。 

   2025年7月申請地方公共団体補助金18,947,000円交付されているが、補助金交付申請後の支援制度該当者増 

   加、適格認定（家計）による支援区分の変更により、2026年3月末日実績報告では19,819,100円が支援対象 

   となる。京都府より2026年5月下旬に支払い予定である。 

 

５ 感染症対策 

 （１）風しん等の感染症対策 

   新入生の抗体価検査を実施した。 

   ＜感染症対策＞ 

   ①保護者あて文書を作成し、学校の感染症対策への理解を得る 

   ②新入生全員のワクチン接種歴と既往歴を調査する。 

   ③記憶違いや抗体価の低下が考えられるので、抗体価検査を実施する。 

   （ア）抗体価検査は学校が設定し、全員が受けるよう指導する。 

   （イ）費用は、実費自己負担とする。 

   （ウ）ワクチンによる感染防御が可能な、麻しん・風しん・流行性耳下腺炎・水痘（帯状疱疹）につい 

      て取り組むこととする。風しん抗体価以外はEIA法によりIgGを測定する。 

   ④抗体価検査結果と接種歴・既往歴調査との整合性をまとめる。 



 

   ⑤抗体価が低い場合は、ワクチン接種を勧奨し、個別相談で学生指導する。 

   ⑥ワクチン接種のフローチャートについて 

    平成29年２月17日付で一般社団法人京都府医師会会長森洋一様より「看護系、介護系、医療系、教育 

    系等大学あるいは専門学校の学生実習に際してのワクチン接種に係る提言」がされた。 

    提  言：実習を受けようとする学生（以下「実習生」という。）について、実習生の過去の麻しん、 

         風しん、流行性耳下腺炎、水痘のそれぞれの罹患歴および予防接種を確認する。確認の結 

         果、過去の罹患歴のある者、あるいはワクチン接種が２回済んでいる者はそのまま実習を 

         履修することは差し支えない。また、病院によってワクチン接種の基準に違いがあった。 

    取  組：提言に従い、フローチャートの整理、ワクチン接種の基準の整理を行い実施している。 

         ワクチン接種について各科の対応を確認し、再度フローチャートを作成し直した。 

    実施項目：麻しんウイルス(EIA･IgG)、風しんウイルス(HIA)、流行性耳下腺炎ウイルス(EIA･IgG)、 

         水痘・帯状疱疹ウイルス(EIA･IgG) 

    実施日 ：2025年４月11日(金) 

 

６ 学校評価について 

   2024年度事業報告及び2025年度事業計画をホームページに掲載した。2024年度の学校評価について、10月 

   に学校職員による自己点検評価を実施した。また、学校関係者評価委員会を１月21日(水）に開催し、評価 

   の結果を２月、ホームページで公表した。 

 

７ ホームカミングデー 

   看護学科三年課程は、８月５日(火）に新卒１年目の44期生対象にホームカミングデーを実施した。 

   参加者、卒業生１７名であった。新卒２年目の卒業生を講師に迎え、「看護師として踏ん張っていくため 

   に必要な事は」というテーマで講演をして頂いた。 

   臨床検査学科は今年度初めて、７月26日（土）に新卒１年目の第一臨床検査学科50期生及び第二臨床検査 

   学科49期生対象に実施した。参加者、卒業生１７名であった。在校生はＷＥＢで参加し、教員も参加した。 

   在校生は卒業生へ活発に質問を行い、良い交流の機会となった。 

 

８ 学則変更について 

   第一臨床検査学科の教育課程について、社会構造の変化が進む中、教育機関における人材育成の在り方の 

   見直しが求められており、それに沿ったカリキュラムの見直しを行い、学則変更した。 

   学校教育法の一部改正に伴うものは、主に①自己点検評価についての条文追加、②臨床工学技士専攻科の 

   学科名変更、③専門士の称号授与書の条文変更、④組織的な研修についての条文追加の変更を行った。 

   また、同一学科内において、学年を異にする学生を合わせて授業を行う事ができるよう条文を追加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｄ 学生関係の動向  
１ 在学生数 

                                          (単位:人) 

学     科 学年 
年度当初 

学生数 

退学 

者数 

休学 

者数 

留年 

者数 

進級・卒業 

者数 

 １年  ３２ ３  ２ ２７ 

看護学科三年課程 ２年  ３６ ４ （１） ４ ２８ 

 ３年  ４０ ２ （２）  ３８ 

 １年  １６    １６ 

第一臨床検査学科 ２年  ２６ ５ （１） ２ １９ 

 ３年  ２９ １  ７ ２１ 

 １年  １０ ３    ７ 

第二臨床検査学科 ２年  １２ １   １１ 

 ３年  １１ １ （１） ３  ７ 

 ４年  １４ ２  ５  ７ 

臨床工学技士専攻科 １年  ２２    ２２ 

合     計  ２４８ ２２ （５） ２３ 
１１５ 

(卒業88) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｅ ２０２５年度学校行事等一覧  

日   程 行   事   内   容 

４月９日 2025年度入学式(77人) 京都アスニー 

  11日 ウイルス抗体検査 

  16日 学生健康診断 看三、工学 

  19日、23日 オープンキャンパス 

  26日 学生健康診断 一臨・二臨 

  28日～11月27日 学外実習(専門領域別臨地実習) 看三３年 

５月７日～７月23日 学外実習(臨地実習Ⅱ) 二臨４年 

  17日,24日 オープンキャンパス 

６月８日、25日 オープンキャンパス 

  17日～20日 高校教員向け学校説明会週間 

  20日 体育祭 看三１･２年、一臨１・２年、二臨１・２年   島津アリーナ京都 

  27日 就職ガイダンス 看三 

７月１日 創立記念日 

  ９日～８月26日 学外実習(臨床実習) 工学１年 

  19日、26日 オープンキャンパス 

  23日～29日 学外実習(地域でくらす人を知る実習) 看三１年 

８月３日、９日、27日 オープンキャンパス 

  20日 臨地実習指導者会議(看護を知る実習) ｵﾝﾗｲﾝ 

  21日～23日 研修旅行（第19回日本臨床検査学教育学会） 一臨３年 岡山方面 

９月６日、20日 オープンキャンパス 

  ７日 第２種ＭＥ技術実力検定試験 一臨、工学 ｺﾝｸﾞﾚｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

  16日～ 高校教員向け学校説明会 随時 

  29日～10月３日 学外実習(看護を知る実習) 看三１年 

10月６日～16日 学外実習(おとなの健康を支える実習) 看三２年 

  24日 日本赤十字移動献血協力 

11月10日～27日 学外実習(統合実習) 看三３年 

  18日 防火訓練 

12月１日～18日 学外実習(健康段階に応じた生活を支える実習) 看三２年生 

１月７日～３月30日 学外実習(臨地実習Ⅱ) 一臨２年 

  26日～２月12日 学外実習(健康障害をもつ人を支える実習) 看三１年 

２月15日 第115回看護師国家試験 大阪商業大学 

  16日～20日 学外実習(臨地実習Ⅰ) 一臨１年 

  17日 卒業認定会議 全学科 

  18日 第72回臨床検査技師国家試験 大和大学 

３月１日 第39回臨床工学技士国家試験 大和大学 

  日～３月６日 学外実習(臨地実習Ⅰ) 二臨２年 

  11日 令和７年度卒業式( 88人) 

  17日 単位認定会議 看三・進級認定会議 一臨、二臨 

３月23日 第71回臨床検査技師国家試験合格発表 

  24日 第115回看護師国家試験合格発表 

  26日 第39回臨床工学技士国家試験合格発表 



 

Ｆ 国家試験の概況  
１ 国家試験日程 

区    分 試 験 日 合格発表日 

第１１５回「看護師」 2026年２月１５日(日) 2026年３月２４日(火) 

第 ７２回「臨床検査技師」 2026年２月１８日(水) 2026年３月２３日(月) 

第 ３９回「臨床工学技士」 2026年３月 １日(日) 2026年３月２６日(木) 

 

２ 受験結果                                  (単位：人、％) 

区   分 受験者数 合格者数 合 格 率 全国合格率 

看 護 師 

 看護学科三年課程 
３８ ３４ ８９.５ 94.1 

臨床検査技師 

 第一臨床検査学科 
２１ ２１ １００  

 第二臨床検査学科 ７ ６ ８５．７  

計 ２８ ２７ ９６．４ 93.3 

臨床工学技士 

 臨床工学技士専攻科 
２２ ２１ ９５．５ 65.7 

 

３ 国家試験受験結果の推移             (単位：人、％) 

区  分 
看 護 師 臨床検査技師 臨床工学技

士専攻 三年課程 第一臨床 第二臨床 

2025年度 
３４／３８ ２１／２１ ６／７ ２１／２２ 

89.5 100.0 85.7 95.5 

2024年度 
３２／３３ ２４／２５ １１／１１ １３／１４ 

96.9 96.0 100.0 92.9 

2023年度 
３０／３２ １７／２１ １１／１１ １３／１３ 

93.8 81.0 100.0 100.0 

2022年度 
３１／３２ ２４／２７ １１／１４ ２３／２４ 

96.9 88.9 78.6 95.8 

2021年度 
３２／３３ ２４／２８ １４／１６ １５／１７ 

97.0 85.7 87.5 88.2 

   (注) 上段：合格者数／受験者数、下段：合格率 

 

 

 

 

 



 

Ｇ 職 員 人 事  
１ 採用者 

学科 氏名 区分 発令日 

看護学科三年課程 西川 真紀 専任教員 2025年 ７月 １日付 

臨床検査学科 金澤  葵 専任教員 2025年 ９月 １日付 

２ 退職者 

学科 氏名 区分 発令日及び事由 

看護学科三年課程 長岡 宏子 専任教員 2025年 ７月31日付 自己都合 

看護学科三年課程 鍋島 純子 専任教員 2026年 ２月28日付 自己都合 

看護学科三年課程 橋本 千晶 専任教員 2026年 ３月31日付 自己都合 

３ 休職者 

学科 氏名 区分 発令期間 

看護学科三年課程 加茂 清美 専任教員 2025年7月25日～2026年7月24日 

看護学科三年課程 大瀧 奈緒 専任教員 2025年8月29日～2026年8月28日 

 

４ 2025年度教職員名簿                （注) 年度途中の採用者・退職者を含む 

◇ 学 校 長(１名)(兼務健康管理医１名)  河 田  了 

◇ 理  事 (１名)   豊 福 淳 之 

◇ 事 務 所  事務局長(１名)  磯 田 典 子 

  事務職員(若干名) 

事務課長 衣 川 美 佳 経理担当 小 泉   恵  

事務 西 村   梢 教務担当 生 沢   好 

事務 川 上 夏 菜 教務担当 山 内 奈津子 

 

 ◇ 看護学科  副校長(１名) 谷 本 千亜紀 

   教務部長１名／谷 本 千亜紀／教務主任１名／実習調整者１名／専任教員８名以上 

＜三年課程＞ 

教務主任 姫 田 真 弓 教   員 加 茂 清 美 教   員 長 岡 宏 子 

実習調整者 大 井 ゆかり 教   員 川 勝 真由美 教   員 橋 本 千 晶 

教   員 大 瀧 奈 緒 教   員 北 澤 小夕里 教   員 西 川 真 紀 

教   員 岡 田 萌 美 教   員 鍋 島 純 子   

 

 ◇ 臨床検査学科／臨床工学技士専攻科  副校長(１名) 

 ◇ 臨床検査学科／臨床工学技士専攻科  教務部長(１名)  泉 田 洋 志 

＜臨床検査学科＞ ＜臨床工学技士専攻科＞ 

第一臨床検査

学科教務主任 

 (１名) 

宮 井  優 

第二臨床検査

学科教務主任 

 (１名) 

五十川 團哉 
教務主任 

 (１名) 

泉 田 洋 志 

（兼務） 

(教員は２学科を兼務)(７名以上)  (３名以上) 

教   員 金 澤  葵 教   員 林   敬 子 教   員 飯 田 安 彦 

教   員 小 西 靖 志 教   員 藤 田 拓 司 教   員 古 谷 仁 志 

教   員 篠 田 英 邦     

教   員 多 田 俊 介     

 



 

Ｈ 会議記録  
 

校 務 運 営 会 議 

 

 京都保健衛生専門学校の運営に関する事項を協議し、適正かつ円滑な学校運営のため、京都保健衛生専門学 

 校校務運営会議を設け、毎月開催を原則に会議を開催している。 

 構成員は、校長、理事会から選出された理事(石丸庸介、冨田哲也､藤澤明生各理事)、事務局長、教務部長及 

 び校長が指名する職員をもって構成している。 

  (第14期) 

  第25回 2025年４月１６日(水) 出席者：河田校長、豊福常務理事、学校関係者 

  第26回 2025年５月２１日(水) 出席者：河田校長、岡田理事、豊福常務理事、学校関係者 

  (第15期) 

  第１回 2025年６月２５日(水) 出席者：河田校長、石丸理事長、冨田理事、藤澤理事、豊福理事、 

                     学校関係者 

  第２回 2025年７月２３日(水) 出席者：河田校長、冨田理事、藤澤理事、豊福理事、学校関係者 

  第３回 2025年９月１８日(木) 出席者：河田校長、藤澤理事、豊福理事、学校関係者 

  第４回 2025年10月１６日(木) 出席者：河田校長、藤澤理事、豊福理事、学校関係者 

  第５回 2025年11月１２日(水) 出席者：河田校長、石丸理事長、冨田理事、豊福理事、学校関係者 

  第６回 2025年12月１０日(水) 出席者：河田校長、石丸理事長、冨田理事、豊福理事、学校関係者 

  第７回 2026年１月２０日(火) 出席者：河田校長、石丸理事長、冨田理事、藤澤理事、豊福理事、 

                     学校関係者 

  第８回 2026年２月１７日(火) 出席者：河田校長、冨田理事、藤澤理事、豊福理事、学校関係者 

  第９回 2026年３月１７日(火) 出席者：河田校長、藤澤理事、豊福理事、学校関係者 

 

 

責 任 者 会 議 

 

 日常的な学校運営内容について報告するとともに、今後の適正かつ円滑な運営方策などの協議を行なうため、 

 校長及び事務局長以下の各役職者を構成員として、毎月開催を原則に開催している。 

 そのうち重要事項については、校務運営会議を経て理事会・評議員会に諮ることとしている。 

  (第14期) 

  第23回 2025年４月１８日(金) 

  第24回 2025年５月１６日(金) 

  第25回 2025年６月 ６日(金) 


